
１. はじめに

日本の外航海運業は第一次世界大戦に伴う

海運ブームを機に急速な発展を遂げ, 戦間期

にはリーディング・インダストリーの地位を

確立した｡ その発展要因として, 従来の研究

は海運業固有の産業組織, 海運企業の優れた

経営戦略, 貿易貨物の堅調な増加等を指摘し

てきた１)｡ しかし海運業と密接不可分な関係

にある港湾インフラに対する関心は希薄なも

のにとどまっており, 最近いくつかの研究成

果が公表されてきているものの, その実態が

充分に明らかにされているとは言い難い状況

にある２)｡

港湾インフラには船が接岸する突堤や突堤

上に設置されたクレーンなど, 荷役に関連す

る設備が多数含まれるため, 高級船員の労働

を分析する上でも重要な論点となる｡ 例えば,

航海士 (当時の職名は運転士) は荷役業務の

監督者であり, 機関士は船舶に備え付けられ

た荷役設備の保守管理担当者であったため,

港湾インフラの整備状況は高級船員の労働に

大きな影響を及ぼしていた３)｡ そこで本稿で

は日本最大の貿易港であった神戸港を事例と

して４), 港湾インフラ整備の展開とその利用

実態を倉庫企業の経営戦略や荷役技術とも関

連づけながら, 戦間期を中心にその前史を含

めて検討し, いかなる問題が生じており, そ

れがいつどのように克服されていったのかを

明らかにする｡

まず神戸港内の主な地名とそれらの位置関

係を現在の地形図 (２万５千分の１ ｢神戸首

部｣) に基づき, 簡単に確認しておきたい

(図１)｡ 図の範囲外であるが, 最も西側に位

置しているのが和田地区であり, かつては南

側に三菱重工業神戸造船所, 北側に和田大桟

橋と倉庫群が立地していた｡ 和田地区の桟橋,
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１) 最も代表的な研究としては, 中川敬一郎 『両
大戦間の日本海運業 不況下の苦闘と躍進』 日
本経済新聞社, ����年｡
２) 例えば, 寺谷武明 『日本港湾史論序説』 時潮
社, ����年は, 横浜港の修築や戦時経済下の港
湾などを論じているが, 分析対象が広く, やや
概括的である｡ 最近の研究では, 稲吉晃 『海港
の政治史 明治から戦後へ』 名古屋大学出版会,����年が主要港湾におけるインフラ整備の展開
過程を, 政府の港湾政策と関連づけて論じてい
るが, インフラの利用実態については, 充分に
検討していない｡

３) 詳細は, 三鍋太朗 ｢戦間期における高級船員
の人事体系・賃金・労働実態―����年代三井物
産船舶部の事例―｣ 『経営史学』 第��巻第１号,����年６月, ��, ��頁参照｡
４) ����年における全国主要港の外国貿易輸出入
価額に占める神戸港のシェアは, ����％に達し
ており, 横浜港の����％を大きく上回っていた
(横浜市 『第七回 横濱港湾統計年報』 横浜市
土木局, ����年, ���頁)｡



倉庫は後に売却され, 現在では造船所の敷地

の一部となっている｡ 中央部には川崎重工業

神戸工場があり, 同所に隣接しているのが高

濱地区 (地図では高浜岸壁) である｡ 東側に

立地しているのが税関突堤であるが, 複数の

突堤から構成されているため, 西側から東側

へ向かって第１突堤から順に番号が付されて

いる｡ 第４突堤上にはポートライナーが通り,

沖合のポートアイランドと三宮駅を結んでい

る｡ 第４突堤の東側には東神倉庫が運営する

東神桟橋 (現在の三井桟橋) が立地しており,

さらに東側には第５～第８突堤もあった｡ 現

在は第５～第８突堤の間の海面が埋め立てら

れ, 新港東埠頭となっている｡ 三井桟橋と新

港東埠頭は小野浜町に含まれる｡

なお, 神戸港の港湾施設には内航海運に関

連する ｢内国貿易設備｣ (中突堤・兵庫第１

・兵庫第２突堤など) および灯台や防波堤に

代表される安全設備も含まれているが, それ

らの施設は本稿の分析対象から外した｡ また

倉庫企業は, 神戸地区で営業する各倉庫業者

の中で最大の保有面積を誇り５), 港湾整備に

も重要な役割を果たしてきた三菱倉庫と同社

に次ぐ地位を占めていた東神倉庫 (現三井倉

庫, ����年に商号変更) を中心に論じた６)｡
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５) ����年４月現在で, 三菱倉庫は��,���坪の倉
庫を神戸市内に所有していたが, 他社の所有面
積は, 東神倉庫��,���坪, 住友倉庫��,���坪,
川西倉庫��,���坪, 森本倉庫��,���坪であった
(神戸市土木部港湾課 『神戸港大観 [昭和十一
年]』 同課, ����年, ��‒���頁)｡ 本稿で参照し
た 『横濱港湾統計年報』 と 『神戸港大観』 は,
いずれも老川慶喜・渡邊恵一編 『近代日本物流
史資料』 東京堂出版, ����年所収の復刻版であ
る｡
６) 明治期から戦前に至る倉庫業全体の動向につ
いては, 日本倉庫協会編 『新版日本倉庫業史』
同協会, ����年, ��‒��頁を参照｡ 倉庫業に焦
点を当てた先行研究としては, 伊藤敏雄 ｢大正

(出所) 国土地理院 (地理院地図)

図１ 神戸港内の主な地名と位置関係



神戸港に関する研究は, かつて神戸大学経済

経営研究所の関係者によって精力的に行われ

ていたが, 歴史研究は少なく, 明治期の民間

資本によるインフラ整備や港湾運送業の成立

過程, 仲仕労働者の労使関係については言及

されているものの７), 戦間期の動向は必ずし

も充分に検討されていない状況にある｡

２. 前 史８)

神戸は����年に開港した｡ 翌��年の輸出入
価額は���万円に過ぎなかったが, 堅調に増
加し, ����年には�����万円となった｡ 横浜
港 (�����万円) の��％に過ぎなかったが,
主要な貿易港としての地位を徐々に築きつつ

あった９)｡ しかし海岸には小規模な物置場が

作られたものの, 自然海岸に近い状態であり,

本船は沖に繋留し, 貨物の揚げ卸しは艀によ

り行われていた｡ このような状況の中, 五代

友厚の主唱によって, 鴻池善右衛門・住友吉

左衛門・藤田伝三郎らが発起人となって����
年に神戸桟橋会社が創立され, ２年後に小野

濱地区に木造桟橋を築造した��)｡ しかし�����
トン以上の船舶は１隻しか繋留できない小規

模な港湾施設であり, 大型船は依然として沖

荷役に依存していた｡ ����年には横浜港の第
Ⅰ期築港工事が, アメリカの好意により返還

された下関事件の賠償金を財源として開始さ

れたが��), 神戸港の本格的な修築は財政的な
制約から依然手付かずであった｡

近接する大阪市の港湾整備の動きに危機感

を抱いた神戸市会は, ����年に築港建議案を
可決し, 本格的な築港調査がようやく開始さ

れることになった｡ 神戸港の輸出入価額が����年代以降も増勢を続け, ����年には１億�����万円に達し, 横浜港 (１億�����万円)
に迫りつつあったことも市会を動かす要因に

なったと思われる��)｡ 築港調査の過程で複数
の案が作成されたが, 神戸税関は地元貿易業

者が組織した貿易調査会の意向に基づき, 小

野濱波止場拡張案を提案した｡ 税関の提案を
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・昭和初期大阪市内工場・倉庫の立地と水陸連
絡｣ 『関西学院経済学研究』 第��号, ����年,
同 ｢大正・昭和初期大阪市内倉庫及び物揚場に
おける水運と荷役｣ 『関西学院経済学研究』 第��号, ����年などがあるが, 戦間期の神戸を対
象とした研究は, 管見の限り存在しない｡
７) 山本泰督 ｢民間資本による神戸港の港湾設備
建設―明治期における神戸港修築にかんする一
考察―｣ 『(神戸大学) 経済経営研究年報』 第��
号Ⅰ・Ⅱ, ����年, 同 ｢神戸港における港湾運
送業の成立過程｣ 『国民経済雑誌』 第���巻第６
号, ����年６月, 同 ｢戦前における港運業の労
使関係―神戸港の事例―｣ 『経済経営研究年報』
第��号Ⅱ, ����年｡ 神戸港のインフラ整備に関
しては, 最近出版された高寄昇三 『神戸・近代
都市の形成』 公人の友社, ����年も論じている
が, 財政面に主たる関心がある｡
８) 以下の記述は, とくに断りのない限り, 神戸
開港百年史編集委員会編 『神戸開港百年史 建
設編』 神戸市, ����年, ���‒���, ���‒���, ���
‒���頁, 三菱倉庫株式会社編 『三菱倉庫百年史』
同社, ����年, ��‒��, ��‒��, ��‒��, ���‒���
頁, 三井倉庫株式会社編 『三井倉庫五十年史』
同社, ����年, ��‒��, ��‒���頁によった｡ な
お, 神戸港と横浜港の輸出入価額は, 『第七回
横濱港湾統計年報』 ���‒���頁から引用し, １
万円未満の端数は切り捨てた｡

９) 当時の神戸港における貿易の動向については,
山本 ｢民間資本による神戸港の港湾設備建設｣��‒��頁を参照｡��) 同社の事業展開については, 山本 ｢神戸港に
おける港湾運送業の成立過程｣ ��‒��頁を参照｡��) 下関事件の当事国のうち, アメリカのみが使
途を限定せずに賠償金を返還したが, その義挙
に報いるためには同国との通商貿易の拠点であ
る横浜築港に投下することがふさわしいという
大隈重信外相の提案が認められ, 着工に至った
(運輸省第二港湾建設局京浜港工事事務所編
『横浜港修築史 明治・大正・昭和前期』 同所,����年, ��頁)｡��) 神戸港の輸出入価額が初めて横浜港を超えた
のは����年であったが, ����年には逆転された｡
神戸港の優位が最終的に確立したのは����年で
ある｡



受け, 大蔵省は臨時工事部に命じて神戸港の

設備改良に関する調査を行うことを決定した｡

同工事部の丹羽鋤彦技師が作成した調査案が

応急計画として認められ, それに基づく予算

案が議会に提出されたが, 解散となり, 議決

には至らず, まもなく日露戦争が勃発したた

め, 一時中止となった｡ ����年にはバルチッ
ク艦隊の東航により, 輸送が途絶する懸念か

ら綿花輸入が激増した｡ 綿花の陸揚げと荷捌

きは神戸桟橋の手で行われていたが, 施設の

制約から野積み状態で放置されており, とく

に輸入数量が漸増してきた米綿はその傾向が

強かった｡ しかし４月に暴風雨が襲来し, 野

積みされていた綿花の多くが雨濡する被害が

生じ, 高潮による流失とも相俟って被害額は���万円に上り, 対策が急務となった｡
輸入綿花商の団体である日本綿花同業会は,

神戸商業会議所, 大日本紡績連合会とともに

政府当局に綿花受入施設の増強を請願したが,

実現には至らず, 会員から資金を募って自前

の上屋を整備する計画も実現しなかった｡ そ

こで神戸に倉庫を保有していた東京倉庫

(����年, 三菱倉庫に改称) と綿花荷捌契約
を締結し, 同業会が神戸に輸入する全ての綿

花の荷捌きを委託し, 神戸桟橋に対しては従

来の経緯を踏まえ, 印綿の一部の荷捌きを黙

認の形で認めることにした｡

ここで東京倉庫の創業の経緯を簡単に紹介

しておこう｡ 同社は, 郵便汽船三菱会社の

｢蔵預り業｣ が独立して����年に設立され, ����年に兵庫支店を開業し, 土蔵およびレン
ガ造の倉庫を経営していたが, ����年には日
本貿易倉庫を買収して規模を拡大した｡ ����
年に設立された日本貿易倉庫は, 積極的な経

営を推し進め, 全国的に見ても有数の倉庫会

社に成長していた｡ しかし����年の不況の影
響もあり, 資金繰りに行き詰まり, 東京倉庫

に救済を求めるに至った｡ 買収により, 神戸

における東京倉庫の事業規模が拡大し, 同業

会との契約に結びついたのである｡ その後��

��年の契約更改時に神戸桟橋が加入し, 正式
な契約に基づく荷捌きが認められたが, 東京

倉庫は��％のシェアを確保し, 高級品で料率
の高い米綿は全て同社の倉庫に陸揚げするこ

とが明記されていた｡ 東京倉庫は綿花の荷捌

きを行うため, 鉄道連絡に適した和田地区に

上屋３棟 (Ａ号～Ｃ号) を整備した｡ 当時の

倉庫は, 艀１隻の積載能力に対応した小規模

な建物であったが, 和田地区の上屋は数千ト

ンの綿花を１棟に収容することができ, 飛躍

的な大型化を実現していた｡ さらに円滑な海

陸連絡を実現するため, ����年に大桟橋を築
造し, 鉄道と桟橋を直結させることに成功し

た｡ 大桟橋と併せて倉庫の整備も進め, 日本

初の鉄筋コンクリート倉庫である和田Ｄ号倉

庫を翌����年に竣工させた��)｡
同社は日本貿易倉庫の合併に伴い, 高濱地

区の施設を入手していたが, ����年には本船
接岸荷役が可能な桟橋の築造と上屋, 倉庫,

軌条などを含む本格的な整備計画を立案して

いた｡ しかし和田地区の施設拡充を優先する

ため, 一時的に保留となっていた｡ その間に

用地の取得を進め, １万坪を超える臨港地帯

を確保することができたため, 主に雑貨類を

取扱う施設を建設することに決定し, ����年
から埋立工事に着手し, 岸壁・上屋・専用鉄

道が整備された����年に完成披露を行った｡
同社は和田桟橋の完成を機に倉橋組 (現在の

神菱港運株式会社) を専属請負業者として船

内荷役業務に進出していたが, ����年には船
内荷役業者のクリステンセン商会を買収し,

荷役業務を大規模に展開するようになった｡����年上期の取扱数量は��万トンであったが,��年上期には����万トンに激増した｡ その後
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��) 和田地区の上屋・倉庫を設計したのは三菱神
戸建築所の技術者であった｡ 三菱合資会社によ
る神戸における建設業務の展開については, 前
田裕子 『ビジネス・インフラの明治 白石直治
と土木の世界』 名古屋大学出版会, ����年,���‒���頁を参照｡



一時的に停滞したが, ����年以降, 再び増加
基調となり, ピーク時の��年上期には����万
トンを記録するまでになった｡ これを受け,

大正期には艀船員・専属仲間・雑役員など労

務系職員が急速に増加した��)｡ ターミナル・
倉庫・港運・付帯サービスを展開する総合港

湾サービス業を確立したのである｡

日露戦争を機に政府サイドでも神戸港の修

築が喫緊の課題として強く認識されるように

なり, 当面の応急策として, 丹羽案に基づく

予算案を再度提出し, ����年, 帝国議会で承
認された (���万円・６カ年継続事業)｡ これ
を受け, 大蔵省は直ちに臨時建築部神戸支部

を開設し, 第Ⅰ期神戸港修築工事に着手した｡

さらに本格的な修築工事を実施するため, 内

務省港湾調査会, 大蔵省技術協議会での検討

を経て, 追加修築費を要求し, ����年に承認
を得た (�����万円・７カ年継続事業)｡
工事は����年��月に石材の投入から開始さ

れたが, ����年９月の起工式を経て本格化し
た｡ 突堤工事はまず基部を埋め立てた上で基

礎を掘削し, ケーソンを据え付けるという流

れで進められた｡ コンクリート製のケーソン

を活用する工法は, ロッテルダム港をモデル

として採用されたが, 日本では初めてであり,

土木技術史上, 画期的な成果であった｡ ケー

ソンの据付が完了すると, 上部工事が進めら

れ, ケーソンの頂部に石を積み上げ, 係船柱

や防舷材などの係船設備を設置した｡ ����年
から��年にかけて第１～第４突堤が順次完成
した (各突堤の工期と仕様は表１参照)��)｡
第Ⅰ期修築工事で整備された４つの突堤は,

和田・高濱地区と明確に区別するため, 神戸

新港あるいは税関突堤と通称されることにな

った｡

ここで突堤の構造と各部の名称を確認して

神戸港における港湾インフラ整備の展開と利用実態 ���

��) ����年６月現在で職員総数は�,���名であっ
たが, うち���名が労務系職員であり, 職員全
体の��％に当たる���名が神戸地区で勤務して
いた (『三菱倉庫百年史』 ���頁)｡

表１ 神戸港における突堤整備の状況
(単位：メートル)

名 称
ケーソン据付工事

完成時期 延 長 幅 員 岸壁延長
着工時期 竣工時期

第１突堤 ����年７月 ����年２月 ����年８月 ����� ����� �����
第２突堤 ����年４月 ����年５月 ����年９月 ����� ����� �����
第３突堤 ����年４月 ����年５月 ����年９月 東側 ����� ����� �����

西側 �����
第４突堤

����年��月 ����年 ����年８月 東側 ����� ����� ���������年��月 ����年７月 ����年��月 西側 �����
第５突堤 ����年７月 ����年１月 ����年��月 ����� ����� �������
第６突堤 ����年��月 ����年��月 ����年３月 ����� ����� �������
(出所) ケーソン据付工事の日程は 『神戸開港百年史 建設編』 ���頁, 完成時期は巻末の年表による｡

その他のデータは, 『神戸港大観 [昭和十一年]』 ��‒��頁による｡

��) 完成の定義には, 上部工事の完了を基準とす
る場合と上屋建築を基準とする場合の２種類が
存在するが, 本稿では, 上部工事が完了した段
階で供用を開始する事例があったことを踏まえ,
前者の定義によった｡ なお, 第Ⅰ期修築工事費
の負担額は, 国�,���万円, 神戸市���万円であ
った (『神戸港大観 [昭和十一年]』 ��頁)｡



おこう｡ 突堤は基部から沖合に向かって張り

出しているが, 基部に近い部分を足元, 基部

から離れた部分を頭部という｡ 各突堤には積

卸する貨物を一時的に保管しておく上屋が建

設されている｡ 上屋の建築工事は, ����年に
開始され, ����年に完了したが, 各突堤に４
棟ずつ (第１突堤のみ６棟) 建築された｡ 管

理運営を神戸税関が担当し, 一般に公開利用

させるいわゆるオープン方式であり, 倉庫業

者は税関から賃借して上屋を使用した｡ 三菱

倉庫は第２突堤と第４突堤の上屋�����坪を
賃借した｡ 突堤上には中央部に鉄道の引込線

が敷かれており, また上屋２棟につき３基の

割合でクレーンが設置されていた｡ 突堤のう

ち海に面した部分が岸壁であるが, 岸壁の全

てが利用されていたわけではなく, 船を繋留

するバースが定められていた｡ バースは当時

の用語で船席と呼ばれていたが, 各突堤の東

側・西側にそれぞれ２箇所ずつ設けられてい

た｡ ただし第４突堤のバースは西側のみであ

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���
表２ バースの仕様と突堤別利用実績

位 置
延 長

バース数
上屋面積 水 深 ����年 外国航路船繋留実績

(メートル) (坪) (メートル) 隻 数 総トン数 １隻当り

第１突堤東側 ����� 中型船２ ����� ��� ��� ��������� �����
第１突堤西側 ����� 中型船２ ����� ���
第２突堤東側 ����� 中型船２ ����� ��� ��� ��������� �����
第２突堤西側 ����� 中型船２ ����� ���
第３突堤東側頭部 ����� 大型船１ ����� ���� ��� ��������� �����第３突堤東側根元 ����� 大型船１ ����� ����
第３突堤西側 ����� 中型船２ ����� ���
第４突堤東側頭部 ����� 大型船１ ����� ���� ��� ��������� ������第４突堤東側根元 ����� 大型船１ ����� ����
第４突堤西側頭部 ����� 大型船１ ����� ����
第４突堤西側根元 ����� 大型船１ ����� ����
第５突堤東側 ����� 大型船２ ����� ���� � ������ �����第５突堤西側頭部 ����� 大型船１ ����� ����
第５突堤西側根元 ����� 大型船１ 未建築 ����
第６突堤東側 ����� 大型船２ 未建築 ���� � � �
第６突堤西側 ����� 大型船２ 未建築 ����
和田大桟橋 ����� ２ 三菱倉庫 ��� �� ������� �����
高濱岸壁北側 ����� １ 三菱倉庫 ��� �� ������� �����高濱岸壁正面 ����� １ 三菱倉庫 ���
高濱岸壁南側 ����� １ 三菱倉庫 ���
東神桟橋 ����� ２ 東神倉庫 ���� ��� ������� �����
(注) 和田大桟橋・高濱岸壁・東神桟橋の上屋面積欄には経営する企業名を掲載した｡
(出所) 『神戸港大観 [昭和十一年]』 ��‒��, ���‒���頁｡



ったため, ４つの突堤におけるバース数の合

計は��であった｡ バースの仕様は表２の通り
であるが, 第１突堤・第２突堤・第３突堤西

側は水深９メートルで中型船向けであり, 第

３突堤東側・第４突堤西側は大型船向けに水

深��～��メートルが確保されていた｡
第Ⅰ期修築工事は神戸桟橋の経営に重大な

影響を及ぼすことになった｡ 工事によって同

社の桟橋が埋め立てられることになり, 事業

存続の岐路に立たされたのである｡ 当時, 小

野濱地区で倉庫を直営していた三井銀行は,����年に合名会社から株式会社に移行したが,
その際に倉庫業を分離独立させ, 東神倉庫が

創立された｡ 小野濱倉庫も継承されたが, 修

築工事に伴う埋立により, 海岸線から切り離

され, 倉庫としての利便性が大幅に低下する

ことが明らかになった｡ そこで同社は, ����
年から小野濱地区の埋立に乗り出した｡

施工に当っては, 三池の築港工事を経験し

た三井鉱山関係者の教示を受け, 修築工事に

使用するケーソンを製造するために大蔵省が

建設した工場を利用するなどの対策が取られ

た｡ 埋立が完了すると直ちに岸壁の整備と上

屋建築に着手し, ����年に竣工を迎えた｡ 東
神倉庫は施設整備と並行して神戸桟橋との交

渉を進め, ��年後に東神倉庫が神戸桟橋の営
業権と資産を買収することを前提に, 両社で

共同経営を行うことに合意し, ����年に契約
が調印された｡ 大戦に伴う戦時海運ブームが

到来すると, 神戸桟橋は海運業への転進を決

定し, 売却代金を船舶購入資金に充当するた

め��), ����年に港湾倉庫業務と関連物件を東
神倉庫に売却した｡ 同社は神戸桟橋の買収に

よって経営基盤を拡充し, 綿花の荷捌き業務

へ進出することに成功したのである｡

３. 戦間期におけるインフラ整備と倉庫
企業の経営戦略��)

第一次大戦期における貿易の飛躍的な発展

と荷動きの増加を受け��), 政府は����年から
第Ⅱ期修築工事に着手した (予算�����万円
・��カ年継続事業)｡ 所管官庁は大蔵省から
内務省に変更され, それに伴い, ����年に神
戸土木出張所が開設された｡ 従来, 名古屋・

大阪等の国内主要港湾は内務省が管轄する一

方, 神戸・横浜・門司等の外国貿易港湾を大

蔵省が掌握し, 工事の施工や維持管理まで行

っていたが, 港湾行政の一元化を図ることに

なったのである��)｡ ただし上屋等の陸上施設
は, ｢関税行政に関係ある設備計画｣ として

大蔵省が大臣官房臨時建築課神戸出張所に施

工させる方式が採用された｡ 外国貿易設備に

かかる工事費のうち, 防波堤費と浚渫費は国

が全額負担したが, 海面埋立費と陸上設備費

は市も半額を負担した��)｡
第４突堤東側の増築と第５・第６突堤の築

造を行い, 大型船向けに��バースを増設する
ことがⅡ期工事の主な内容であり, ����年度
までは比較的順調に進んだが, 翌��年以降は,

神戸港における港湾インフラ整備の展開と利用実態 ���

��) 神戸桟橋は, ����年代には有力なオーナー船
主として海運業界で一定の地位を確立するに至
った (畝川鎮夫 『海運興国史 [附録]』 海事彙
報社, ����年, ���‒���頁)｡

��) 以下の記述は, とくに断りのない限り 『神戸
開港百年史 建設編』 ���‒���, ���‒���頁,
『三菱倉庫百年史』 ���‒���頁, 『三井倉庫五十
年史』 ���‒���, ���‒���, ���‒���頁によった｡��) 神戸港の輸出入貨物数量は, ����年の���万
トンが��年には���万トンに急増した｡ なお,
同港の輸出入数量は, 全て神戸開港百年史編集
委員会編 『神戸開港百年史 港勢編』 神戸市,����年, ���‒���頁から引用し, １万トン未満
の端数は切り捨てた｡��) 内務省による港湾整備の展開については, 大
霞会編 『内務省史 第三巻』 地方財務協会,����年, ��‒��頁を参照｡��) 外国貿易設備に係る工事費の負担額は, ����
年度までの累計で国�,���万円, 神戸市���万円
であった (『神戸港大観 [昭和十一年]』 ��頁)｡



関東大震災からの復興事業を優先する政府の

財政事情や物価の騰貴等により, 事業年度の

繰り延べが再三行われて大幅に遅延し, ��年
代初頭の不況による荷動きの停滞もあって��),
一部の施設が未完成のまま戦時期に突入する

ことになった｡ 第５突堤は����年に完成した
が, 上屋の建築は����年現在, 頭部の２棟の
みであり, 鉄道引込線も敷設されておらず,

ほとんど利用されていなかった (表２を参照)｡

また第６突堤は����年に完成し, ����年に西
側の上屋２棟が建築されたが, 戦後は長く米

軍に接収されていたため, 東側の上屋２棟と

鉄道引込線が完成したのは����年になってか
らであった｡

三菱倉庫は, 大戦中から鉄筋コンクリート

造の倉庫を相次いで建築し, ����年６月には
和田Ｅ号倉庫を完成させた｡ 同倉庫は４階建

ての高層式で防火設備としてスプリンクラー

を備えた画期的な倉庫であった｡ 同社は, 関

東大震災により, 京浜地区の倉庫が壊滅的な

打撃を受け, 耐震・耐火構造の倉庫への需要

が高まったこと, 限られた土地で大量保管を

実現するためには, 建設コストが高くても多

階建を選択する必要があったことから, 引続

き近代的な倉庫ビルの建設を推進する方針を

採用した｡ 鉄筋コンクリート製の多階建倉庫

を建設しつつ, 旧来の小規模・非能率な倉庫

を整理する経営戦略であった｡ 当時, 神戸港

の中心は新港に移りつつあったため, 新港地

区での倉庫整備が課題となっていたが, 神戸

新港では突堤上の上屋を原則として官営とす

る一方, 突堤基部の土地は倉庫建設用地とし

て倉庫企業に貸し出す方針が採用されたため,

同社は東神倉庫・住友倉庫・川西倉庫の３社

と協議して各社の区画を決定の上, 第２・第

３突堤基部の土地を賃借し, 建設に着手した｡

����年６月に竣工した神戸新港倉庫の第１期
工事を皮切りに, ����年７月竣工の東京越前
堀倉庫第２期工事まで, ５棟の新倉庫を神戸

・大阪・東京・横浜に建設した (建築費総額���万円)｡
神戸新港倉庫は, 生糸を輸出用の包装に改

装する荷造場や機械検査場, 肉眼検査のため

の採光窓など, 生糸輸出用の設備を完備した

延坪�����坪の巨大倉庫であった｡ 生糸は簡
易な包装で産地から鉄道で輸送されてくるが,

長期間の航海中に品質を低下させないために

改装し, 入念に荷造する必要があり, また輸

出業者が検査を行う機械検査場��), 関係者が
執務する事務所等も求められたのである｡ 同

倉庫の建設により, 輸入綿花は和田, 輸出綿

糸布は高濱, 輸出生糸は新港倉庫でそれぞれ

先端的なサービスを提供できる体制が整えら

れた｡ 同社の倉庫近代化は����～��年頃に一
段落したが, 翌��年には室戸台風が襲来し,
大阪港の倉庫が大きな被害を受けた｡ そこで

倉庫近代化の最終段階として桜島・築港地区

の整備計画を立案したが, 戦時統制が強まり,

桜島の２倉庫が竣工した段階で頓挫すること

になった｡

一方, 神戸では神戸造船所の施設拡充の必

要に迫られていた三菱重工業が造船所に隣接

する和田ターミナルの買収を希望しており,

また三菱倉庫としても竣工が近づいていた新

港第６突堤基部に進出する意向を有していた

ため, 和田ターミナルの処分を決定し, ����
～��年にかけ, ６回に分けて引渡しを実施し
た｡ 引渡しがほぼ完了した����年に第二新港
事務所を開設し, 和田に代わる綿花取扱の拠
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��) ただし����年からは生糸検査所の格付検査が
強制され, 検査所の封印付きで輸出されるよう
になったため, 輸出商が独自に生糸を選別する
ことは不可能になった (横浜市総務局市史編集
室編 『横浜市史Ⅱ 第一巻 (上)』 横浜市, ����
年, ���‒���頁)｡��) 神戸港の輸出入貨物数量は, ����年の���万

トンから����年には���万トンに減少し, ��年
まで���～���万トンで推移した｡



点とするため, Ｂ号倉庫と４棟の上屋 (Ａ号

・Ｃ号～Ｅ号) を整備した｡ 各上屋の天井高

は, 綿花の保管に配慮して６メートル以上で

あり, とりわけＤ号・Ｅ号上屋は大量貨物の

荷捌が容易に行えるよう, １棟で�����坪を
超す面積が確保されていた｡ しかし戦時期に

突入し, 綿花輸入が激減したため, 三菱倉庫

神戸支店の綿花荷捌実績も����年の����万ト
ンから��年には����万トンまで減退するに至
った｡ 倉庫・上屋群が本来の能力を発揮する

のは戦後の接収解除がなされてからであっ

た��)｡
東神倉庫の事業展開はどのようになされた

のであろうか｡ 神戸における施設整備の状況

を概観しておきたい｡ 同社も関東大震災を機

に不燃性倉庫の絶対的優位性を確認し, 倉庫

の近代化に着手した｡ その第一段階として第

３・第４突堤基部に東西２棟から成る神戸新

港倉庫を建設した (����年竣工)｡ 延坪は２
棟合わせて�����坪であり, 生糸輸出用の設
備が完備されており, 三井物産生糸部や神栄

生糸などから借庫の申込みが相次いだという｡��年代には第Ⅱ期修築工事が進行していたが,
同社の岸壁は第４・第５突堤の間に挟まれて

いたため, 能率が低下してきた｡ そこで既存

の岸壁から海上に向けて桟橋を突出させ, ２

バースを確保する方法が採用され, ����年に
東神桟橋が竣工した｡����年代に入ると, 綿花荷捌き用に建築し
た上屋の老朽化が進み, 取引先からの苦情が

相次ぐようになったため, 倉庫の新築を決定

した｡ 当時は不況下で建築コストが低落して

いたため, この機会を利用して最新鋭の倉庫

を建設する方針が打ち出され, ６階建, 延坪�����坪の小野濱本館倉庫とこれに付属する
平屋建の上屋４棟が����年に竣工した｡ 翌年

の綿花荷捌き契約の更改で, 同社は三菱倉庫

と同量の取扱を認められることになった｡ 有

利な米綿の取扱は依然として三菱倉庫が主体

であったが, 更改を機に取扱数量を大幅に伸

ばすことに成功したのである｡ 神戸における

取扱実績は, ����～��年度 (各年度は６月か
ら翌年５月までの１年間, 以下同様) の����
万俵から��～��年度には�����万俵, ピーク
時の��～��年度には�����万俵へと急激な増
加基調をたどったが, 戦時期に入った��～��
年度には����万俵に落ち込み, ����年には綿
花同業会も解散して日本綿花輸入統制 (株)

が設立された｡

４. 港湾施設の利用状況

以下では第Ⅰ期・第Ⅱ期修築工事が一段落

した����年現在における港湾施設の利用状況
を検討する｡ 税関突堤には第１～第５突堤の

合計で年間延べ�����隻 (うち外国船���隻)
の船舶が繋留されていた (表２参照)｡ 繋留

隻数は第２突堤が���隻で最も多くなってい
るが, 繋留した船舶の１隻当り総トン数は第

４突堤が他の突堤を大きく上回っており, 唯

一１万総トンを超えている｡ 水深が深く, 大

型船に適した第４突堤が大型客船の繋留場所

として定着していたことが確認できる｡ 三菱

倉庫・東神倉庫のターミナルには中型船を中

心に延べ���隻が繋留されていたが, 全体か
ら見れば少数であった｡ 一方, 防波堤内側の

海面である第１区・第２区に繋留する船舶も

多数存在しており, 延べ�����隻 (うち外国

船���隻) に達していた｡ 神戸沖の第１区,
兵庫沖の第２区には税関が管理する計��個の
浮標が設置されており��), 両区を選択した船
舶の大部分は浮標を利用して繋留し, 艀を用
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��) 第二新港の倉庫・上屋群は����年��月に接収
され, ��年３月に接収解除となった (『三菱倉
庫百年史』 ���頁)｡ ��) 浮標は２万トン級以上用から�,���トン級用

まで５種類に分かれていた (神戸税関編 『神戸
港概要 昭和��年版』 ����年, ��頁)｡



いた沖荷役を行ったのである��)｡
繋留場所の選定はどのようになされていた

のだろうか｡ 日本郵船と大阪商船の繋留場所

をまとめた表３によれば, 旅客の取扱を実施

する航路では税関突堤, 貨物主体の航路では

第１区・第２区が選択される傾向があったこ

とが読み取れる｡ 例えば郵船の北米航路の場

合, 充実した旅客設備を備えた貨客船が就航

していた神戸・シアトル, 香港・サンフラン

シスコ航路は突堤を繋留場所としていたのに

対し��), 貨物輸送に特化したマニラ・ニュー
ヨーク航路は２区であった｡ 大阪商船の場合,

同社の代表的な旅客航路であった大阪・大連,

横浜・ブエノスアイレス航路は突堤を利用し

ていたが, 高付加価値の貨物輸送により高い

競争力を誇ったニューヨーク急航線は税関突

堤または２区となっており, 浮標への繋留も

想定されていたことが窺える｡ このような繋

留場所の振り分けは, 当時の接岸荷役が多く

の問題を抱えており, 沖荷役に一定の合理性

があったという事情から行われていたと考え

られる｡

当時の接岸荷役には３つの大きな問題点が

存在していた｡ 第一に荷役作業自体の非効率

性が指摘できる｡ 鉄道で搬入された貨物は,

上屋に運び込まれて通関手続を実施した後,

手押しの猫車で岸壁へ横持ちされ, モッコに

載せた上で, 本船に装備されたデリックで吊

り上げて積載された｡ 品質保持のために厳格

な管理が求められる生糸は, トラクターに牽

引された台車によって倉庫から直接バースへ

搬入されたが, デリックで積載する際に台車

から下ろす作業が必要であった｡ そのため人

力に依存した荷役となり, 例えば���トンの
雑貨を８時間で積載する場合, ����年頃の試
算であるが, 合計��名もの労働力が必要とな
った��)｡ 内訳は助監督１名・猫のせ４名・猫
引き��名・猫卸４名・据付４名・雑役１名で
あった｡ もちろん突堤にはクレーンが備え付

けられていたが, 前述のように２バースにつ

き３基であり, 北西ヨーロッパの先進港湾と

比べて数が少なく, 能力も限られていた｡ そ

のため荷役設備としては使い勝手が悪く, デ

リックが主体であった｡

その背景には荷役方式をめぐるアメリカ方

式とヨーロッパ方式の対立が存在した｡ 当時,

アメリカの港湾では船に装備されているデリ

ックを使用して荷役を行い, 陸上には荷役設

備を設置しないのが一般的であったが, 対照

的に北西ヨーロッパの港湾では多数のクレー

ンを設置し, クレーンによる荷役を行ってい

た｡ そこで����年から翌年にかけて欧米の港
湾を視察した神戸市港湾部長・森垣亀一郎の

報告書 『最近欧米港湾の概況』 (神戸市立中

央図書館所蔵) に基づき, 代表的な港湾にお

ける荷役設備の設置状況を概観しておこう｡

まずヨーロッパであるが, ����年に竣工し
たロンドン港のジョージ５世船渠には７バー

スにそれぞれ６台のクレーンが設置されてお

り, 上屋だけでなく貨車に直接積み込むこと

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) �,���隻のうち�,���隻が浮標を利用し, ���
隻が船に装備されている錨により錨泊していた
(『神戸港大観 [昭和十一年]』 の ｢神戸港入港
外国航路船碇繋場所別噸級表｣ による)｡��) 神戸・シアトル航路には氷川丸級, 香港・サ
ンフランシスコ航路には浅間丸級がそれぞれ就
航していたが, いずれも当時の日本を代表する
豪華船として親しまれていた｡ 詳細は, 郵船��氷川丸研究会編 『氷川丸とその時代』 海文
堂出版, ����年, ��‒���頁を参照｡

��) 柴田銀次郎・佐々木誠治・秋山一郎・山本泰
督 『神戸港における港湾荷役経済の研究』 神戸
大学経済経営研究所, ����年, ��頁｡ ちなみに
大阪港で仲仕の荷役能力を調査した柴田誠一は,
雑貨の積荷を行う際は��～��名の仲仕を用いる
のが望ましいとしている (柴田誠一 『碇泊期間
と荷役能率の諸問題』 成山堂書店, ����年, ��
頁)｡ 荷役能力は仲仕��名の場合, 一時間��ト
ンであった (『碇泊期間と荷役能率の諸問題』
附図表, ��頁のグラフから読み取り)｡
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表３ 外国航路定期船の繋留場所 (1937年現在)

企業名 繋留場所 航路名 使用船数 就航回数

日本郵船

税関突堤 大阪青島 � 月１回

神戸上海 (日華連絡線) � ４日１回

横浜ボンベイ � 月２回

横浜メルボルン � 月１回

横浜倫敦 �� ２週１回

神戸沙市 � ２週１回

香港桑港 � ２週１回

１区又は２区 横浜カルカッタ � 月２回

マドラス � 月１回

漢堡 � 月１回

横浜漢堡 � 月１回

１区 大阪上海 � 週２回

横浜上海 � 月５回

２区 季浦 � 月１回

マニラ紐育 � 年��回
香港バルパライソ � 月１回

大阪商船

税関突堤 大阪大連 (日満連絡線) �� 月��回
大阪天津 � ２週３回

大阪青島 � 月２回

横浜ボンベイ � 月２回

横浜ブエノスアイレス (南米航路) � 月１回

税関突堤又は２区 紐育急航 �� 月２回

１区又は２区 横浜カルカッタ ５ 月２回

西阿弗利加 ３ ２月１回

阿弗利加 ５ 月１回

１区 横浜ダバオ (比律賓線) ３ 月２回

２区 横浜西貢盤谷 ３ 月１回

横浜ブエノスアイレス (阿弗利加南米線) ５ 月１回

(注) 大阪商船の紐育急航線の使用船数は明らかに多過ぎ, 誤植と思われる｡
(出所) 『神戸港大観 [昭和十一年]』 ���‒���頁｡



が可能となっていた｡ リバプール港のグラッ

ドストン船渠は, 修繕を行うための修船船渠

と荷役船渠から構成されていたが, 荷役船渠

には合計��台のクレーンが設置されていた��)｡
大陸ヨーロッパの場合, アントワープ港は��
の船渠から成っていたが, 合計���台のクレ
ーンが岸壁に設置されていた��)｡ 一方, ニュ
ーヨーク港は, ｢欧州の如く陸上起重機を備

付けて居りませんから荷役方法は欧州とは全

く趣を異にして｣ いた｡ クレーンを整備する

動きもなかったわけではなく, スタテン島の��号・��号桟橋には左右両側にそれぞれ８台
のクレーンが設置されていた｡ しかしマンハ

ッタンと離れているため, ｢今日では十二分

に利用されていない｣ という状況であった��)｡
両方式にはいかなるメリット・デメリット

が存在したのだろうか｡ 以下では三井物産石

炭部副部長・渡邊四郎による整理に依拠し,

両方式の特色を簡単に比較したい��)｡ アメリ

カ方式 (デリック荷役) の長所としては, ①

現に各船舶に装備されているデリックを有効

に活用できること, ②高価でかつ重量の重い

クレーンを設置する必要がないため, 設備費

を節約することができ, 強度の弱い老朽化し

た桟橋でも問題なく実施できること, ③クレ

ーンを設置すると上屋と岸壁の間のエプロン

が塞がるが, デリックであればスペースの有

効活用が可能であること, ④多額の投資をし

てクレーンを設置しても, 船舶の輻輳や船切

れ等により, 想定どおりの利用率を達成でき

ないリスクも存在することが指摘されている｡

一方, ヨーロッパ方式 (クレーン荷役) の

長所としては, ①デリックは運動範囲が狭い

ため, 貨物を上屋から運び出し, 船の近くま

で横持ちする作業が必要だが, クレーンを活

用すれば, 水平方向への搬送を円滑に行うこ

とができ, 合理化が可能であること, ②デリ

ックは蒸気を動力としているため, 荷役中も

常に船のボイラーを焚き, 蒸気を発生させる

必要があるが, クレーンは電動であるため,

エネルギー効率が良いこと, ③デリックの操

作は, ウインチ係や信号手など多くの人手を

必要とするのに対し��), クレーンは運転手１
名のみで運転できることなどが挙げられてい

る｡ このように両方式の優劣については, 一

長一短があり, まだ決着がついていなかった

ため, 神戸新港は折衷方式を採用したが, デ

リック荷役が中心であった｡ 同港の場合, 第

Ⅰ期修築工事の際に, 突堤の間隔が狭く, 操

船が困難であるという海員協会 (高級船員の
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��) 神戸市港湾部 『最近欧米港湾の概況 第二輯
(英, 佛, 伊, 西, 主要港湾の施設)』 同部,����年, ６‒９, ��‒��頁｡ 欧米の港湾の多くは
河川の河口付近に位置する河川港であり, 河川
の流れと潮汐の影響を受けるが (『日本港湾史
論序説』 ���頁), 北西ヨーロッパでは干満の差
がとくに大きいため, 閘門を備えた船渠を築造
し, その中に船を繋留する必要があった｡��) 神戸市港湾部 『最近欧米港湾の概況 第三輯
(最近独, 白, 瑞, 丁, 重要港湾施設)』 同部,����年, ��‒��頁｡��) 神戸市港湾部 『最近欧米港湾の概況 第四輯
(米國主要港湾施設)』 同部, ����年, ９‒��頁｡��) 渡邊四郎 『欧米の港湾に於ける貨物の荷役』
丸善, ����年, ���‒���頁｡ 渡邊は����年に小
泉秀吉 (船舶部船長), 高橋克 (三井鉱山) と
ともに欧米の港湾を視察したが, その成果をま
とめて公刊したものである｡ 当時, 三井物産は
石炭荷役業務の効率化を図るため, 川崎に直営
埠頭を建設する計画を進めており, そのための
情報収集が目的であった｡ 同社は, 石炭荷役業
務の内部化を推進し, その利益の一部を荷主で
ある坑主に還元する戦略を採用していた｡ 詳細

は, 大島久幸 ｢両大戦間期三井物産における受
渡業務｣ 『専修大学社会科学年報』 第��号, ����
年, ���‒���, ���‒���頁を参照｡��) 本船の機関士は, デリックの操作に直接関与
することはないが, ウインチの保守管理を担当
しており, 若手機関士は, 荷役中デッキを飛び
回っていたという (海員史話会 『聞き書き海上
の人生 大正・昭和船員群像』 農山漁村文化協
会, ����年, ���頁)｡



職業団体) の要望を受け, 突堤間隔を拡張し

たため, 第１～第３突堤の幅が当初計画より

短縮 (���→�����メートルに) され, エプ
ロンに余裕がなくなったという事情もあっ

た��)｡
第二にバース運用の非効率性である｡ 効率

的な荷役業務を実現するためには, 航路別に

バースを固定し, 船積みに最も適した上屋に

貨物を収められるようにする必要がある｡ し

かしバースの指定は, 神戸税関港務部が上屋

の空坪数 (税関貨物係が毎日集計), 本船か

ら無電で連絡される積卸貨物や危険品の積載

状況, 衛生状態等を踏まえ, さらに船の大き

さや当日の潮流・風向等も総合的に勘案して

行う方式が用いられていた��)｡ そのためバー
スが航路別に特定して使用されておらず, バ

ース指定が入港直前になされていたため, 上

屋間・突堤間の貨物移動が必要になるケース

が頻発した｡ 本来なら不要な横持ち作業や艀

による回漕を実施する必要が生じ, 荷役効率

が大幅に低下したのである｡

実際, ����年のデータによれば, 税関突堤
に接岸した船舶が積み卸した�����万トンの
貨物のうち, 直接積卸は����万トンに過ぎず,
残りの�����万トンは艀を介して積卸がなさ
れている状況であった��)｡ 突堤に接岸してい
ても左右両舷のうち, どちらか一方は空いて

いるため, 空いている方に艀を横付けして積

卸を行ったのである｡ 艀の利用は突堤の設計

に当たっても考慮されていた｡ 第６突堤は幅

員を拡張 (第５突堤の�����→ �����メート
ルに) した上で, 中央部に幅����メートル,
長さ���メートルの水路が設けられたため,
艀が出入りすることが可能であった��)｡ 他の
主要港湾でも接岸荷役の多くが艀によって行

われており, 例えば����年の横浜港の場合,
接岸した船舶が積み卸した�����万トンの貨
物のうち, 直接積卸は����万トンに過ぎなか
った��)｡ 艀を経由するという点で, 接岸荷役
と沖荷役は大差がなかったのである｡

コスト面ではどのような影響が生じたのだ

ろうか｡ ����年頃に港湾作業料金を決定する
基礎資料として作成された雑貨１トンを荷役

する際の料金原価によれば, 沖荷役�����円
に対し, 本船直積は�����円であり, ��％安
くなっている��)｡ しかしこの差は主として艀
回漕料���円の有無によって生じたものであ
り, 艀を介して接岸荷役を行えば, 沖荷役と

ほとんど差がなくなったと考えられる｡ その

ため前述のように沖荷役が広く見られたので

あろう｡

第三に貨物の季節変動も効率化を阻害する

ことになった｡ 神戸港最大の輸入貨物であっ

た綿花は, 毎年上期 (１～６月) に多く輸入

されたが��), 第一次大戦期に巨額の資本を蓄
積した紡績企業は, 調達コストを抑制するた
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��) 当時は引船の能力が低く, 大型船であっても
自力で入港・接岸する場合が多かったため, こ
のような要望が出された (『神戸開港百年史 建
設編』 ���頁)｡��) 神戸税関編 『神戸税関百年史』 同税関, ����
年, ���‒���頁｡ 港務部は, 船舶出入の取締や
岸壁・浮標・曳船の使用許可, 海難救助等の港
務に加え, 検疫も担当していた｡ 当時は, 伝染
病の上陸を防ぐ上で, 税関での検疫が極めて重
要であり, とくにコレラが流行する夏場は乗船
者の検便に忙殺され, 検疫医官には大きな負担
であったという｡��) 神戸市土木部港湾課 『神戸港大観 [昭和八年]』����年, ���‒���頁｡

��) 『神戸開港百年史 建設編』 ���‒���頁｡ この
ような水路は戦後, 接収施設の代替として建設
された第７・第８突堤にも設けられていた｡��) 港湾協会編 『横濱港荷役調査』 同協会, 刊行
年不明, ��頁｡��) 『神戸港における港湾荷役経済の研究』 補論��‒��頁｡ １円未満の端数は切り捨てた｡��) 米綿と印綿の日本への輸入時期は, それぞれ
９月～翌年４月, ��月～翌年６月であった (臨
時公立商船学校教科書編纂委員会編 『運用術
(下) [第四版]』 海洋社, ����年, ���‒���頁)｡



め, 商社と連携して積極的な思惑買い・見越

し輸入も実施していた��)｡ 例えば, ����年後
半には近い将来, 金輸出が再禁止され, 為替

が下落することを予測し, 米綿を大量に買い

付けたため, ��年上期の輸入量が激増した｡
三菱倉庫神戸支店の綿花荷捌量は前年同期の����万トンから����万トンに増加した��)｡ 見
越し輸入された綿花は, 紡績企業の要請によ

り, 倉庫で保管された｡ 当時, 綿花の保管は,

三菱倉庫では和田倉庫が, 東神倉庫では小野

濱本館倉庫がそれぞれ担っていたが, 港内各

所に繋留された本船から大量の綿花を効率よ

く搬入するためには, 艀の活用が効果的であ

った｡ 貨物の季節変動に柔軟に対応する手段

として艀が重要な役割を担っていたのである｡

大手倉庫企業が戦間期に実現した ｢先端的な

サービス｣ は, あくまで艀輸送を介して搬入

・搬出を行うことを前提としたものであった｡

５. 第二次大戦後の展開��)
第一次大戦期から戦間期にかけて建設され

た新港の突堤群は, 第７突堤 (西側����年竣
工・東側��年竣工), 第８突堤 (西側����年
竣工・東側��年竣工) とともに高度成長に貢
献した｡ 第１～第６突堤に建築された上屋群

もまた同様であった｡ ����年現在, 第６突堤
東側の２棟を除いて合計��棟の上屋が稼動し
ていたが, うち��棟までが戦前の竣工であっ
た｡ 戦前に整備されたインフラが高度成長期

に果たした役割が容易に読み取れよう｡ 前節

で指摘した３つの問題のうち, 貨物の季節変

動は戦後, 解決に向かった｡ 綿花の場合, 原

綿輸入計画に基づく外貨割当により見越し輸

入が減少し��), 名古屋港への移管も進んだ｡
戦後, 中京地区には新興の紡績工場が次々に

建設され, 綿花の消費が増加したこと, 朝鮮

戦争が勃発すると, 貨車が重点的に米軍用に

振り向けられ, 阪神地区からの陸送が不便に

なったことを受け, 名古屋港での綿花輸入が

急激に増加したのである��)｡
しかし輸出貨物が増加した����年春頃から
貨物の月間変動の激化という新たな問題が発

生した｡ 神戸港の輸出貨物数量は����年に���万トンとなり, 戦前のピークである����年
の���万トンを突破したが, 月末月初の集中
出荷, 集中配船とそれに伴う混雑が顕在化し

てきたのである｡ 貿易取引で用いられる信用

状には通常, 月末までの船積みを条件とする

月末船積み条項が付されているため, 期日間

近になって集中的に船積みされる傾向があり,

また通産省が実施する羊毛製品, 綿製品輸出

に対するリンク制も毎月末, または毎４半期

末までの船積みが期限となっていた｡ そのた

め輸出業者は無理をしても月末までに船積み

するようになり, 海運企業も月末月初に集中

配船を実施し, 荷役作業の輻輳と港湾の混雑

を招くことになったのである｡ その結果,����年には深刻な船混み問題が発生したが,
これを機に関係者による出貨平均化に向けた

対策が進み, 貿易取引の自由化とも相俟って

翌��年以降, 徐々に改善へと向かった��)｡
一方, 荷役作業の非効率性は, フォークリ
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��) 綿花の調達戦略を分析した代表的な研究とし
ては, 山崎広明 ｢日本綿業構造論序説 日本綿
業の発展条件に関する一試論｣ 『(法政大学) 経
営志林』 第５巻第３号, ����年��月がある｡��) 三菱倉庫株式会社編 『三菱倉庫七十五年史』
同社, ����年, ���頁｡��) 戦後のインフラ整備に関する以下の記述は,
とくに断りのない限り 『神戸開港百年史 建設
編』 ���‒���, ���‒���, ���‒���, ���‒���頁に
よった｡

��) 外貨割当制度の変遷とそれが果たした役割に
ついては, 日本紡績協会編 『戦後紡績史』 同協
会, ����年, ���‒���頁を参照｡��) 『三菱倉庫七十五年史』 ���‒���, ���‒���頁｡��) 『神戸港における港湾荷役経済の研究』 ��‒��
頁, 『神戸開港百年史 港勢編』 ���‒���頁｡



フトの使用など, 機械化が進められたものの

改善が進まなかった｡ ���トンの雑貨を１日
で積載する前述のケースでは, フォークリフ

トを３台導入してもなお��名が必要であった｡��名にはフォークのせとフォーク卸・据付が
それぞれ６名ずつ含まれており��), パレット
への貨物の積み付けと岸壁での据付作業に人

手を要したためと考えられる｡ 据付作業は,

デリックで貨物を吊り上げる際に, フックを

引っ掛けられるよう, 事前にワイヤー等をか

けておく作業であった｡ バース運用は港湾管

理者の変更に伴い, 神戸税関に代わって神戸

市港湾局が担当することになっていたが, 入

港の僅か��時間前にならなければバースの指
定ができない状況であり��), 依然として解決
には程遠かった｡ 実際, ����年の荷役状況を
見ると, �����万トンの接岸荷役がなされて
いるが, うち艀取貨物が�����万トン (��％)
を占めており, ｢岸壁に繋留していながら本

船と当該岸壁が直接的に結びつかず, 本船か

ら艀・艀から本船への積・揚荷役がむしろ大

部分である｣ のが現状であった��)｡
このような現状を踏まえ, 神戸市港湾局は

突堤の運営方法を変更する方針を固め, 第８

突堤の上屋が竣工する機会を捉えて思い切っ

た改革に乗り出し, ����年２月に第８突堤運
営要領を決定した｡ 突堤を最も合理的かつ能

率的に運営するため, 欧州航路およびインド

・パキスタン航路の定期船を同突堤に集約し,

バース指定を入港の約��日前に行い, 上屋に
は予めバースの指定を受けた本船に直積積載

される貨物のみを搬入させ, 艀荷役は一切認

めないという内容であった｡ さらに突堤上の

港湾作業を一元的に運営し, 作業の円滑化を

図るため, 兵庫県港運協会, 神戸倉庫協会,

神戸海運貨物取扱業協会の会員企業に出資を

呼びかけ, 神戸港湾企業 (株) を翌３月に設

立させた｡ しかしバース数が充分でないため,

欧州航路およびインド・パキスタン航路の船

であっても第８突堤以外のバースを利用する

ことを余儀なくされる場合があり, 必ずしも

期待された効率化は実現されなかった��)｡
かつて先進的だと評価されていた北西ヨー

ロッパの先進港湾においても, 戦後は労使関

係の混乱や賃金の上昇により��), 荷役コスト
が大幅に上昇していた｡ ����年度に日本の主
要海運企業６社が実際に支払った積揚荷費

(トン当たり) のデータによれば, ロンドン

・ハンブルグ・ロッテルダムの３港湾におけ

る積荷費は横浜港の���～���倍であり, 揚荷
費に至っては���～���倍に達していた��)｡ 内
訳は不明であるが, 船内荷役料金が大きく影

響していたものと思われる｡ 当時はクレーン

荷役においても, 船倉内に降ろした貨物を隙

間なく積み上げて固定する作業など, 労働集

約的なプロセスが残されており, 多数の船内

荷役労働者が従事していた｡ そのため, 人件

費の上昇が荷役コスト全体の上昇に直結した

のであろう｡

非効率な荷役作業とバース運用は, ����年
代後半のコンテナ化によってようやく最終的
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��) 『神戸港における港湾荷役経済の研究』 ��頁｡��) 高村忠也 ｢貨物岸壁直積の促進化をめぐる諸
問題｣ 海運系新論集刊行会編 『海運と港湾の新
しい発展のために』 同文館出版, ����年, ���
頁｡ バース自体の不足に加え, 荷役力の不備に
よる出港の遅延がバース指定を妨げていた｡��) 『神戸港における港湾荷役経済の研究』 ���‒���頁｡

��) 高村 ｢貨物岸壁直積の促進化をめぐる諸問題｣���‒���, ���頁｡��) 当時の欧米の港湾における労働事情について
は, マルク・レビンソン (村井章子訳) 『コン
テナ物語 世界を変えたのは ｢箱｣ の発明だっ
た』 日経��社, ����年, ��‒��頁 (原著 ������������, ��� ������� ���������������������������������������������������������������, �������������������������, ����) に簡潔な説明がある｡��) 『日本港湾史論序説』 ���頁｡



な解決を見ることになった��)｡ ����年度から
第８突堤の東側に摩耶埠頭の建設が開始され,����年度までに４突堤��バースが完成したが,
コンテナ化に対応するため, 多数のガントリ

ークレーンが設置された｡ 摩耶埠頭の当初計

画は戦前の経験を踏まえ, 突堤の幅員を���
メートルとして策定されたが, 船舶の大型化

を見越して第２～第４突堤の幅員を�����メ
ートルに拡張し, かつ艀用の水路も廃止した

ため, コンテナターミナルとしての利用が可

能となったのである｡ また海運会社と港運会

社が共同でターミナル運営会社を設立し, コ

ンテナ船と一体的に運営する方式が採用され

た｡

日本郵船, 昭和海運, アメリカのマトソン

社は提携してコンテナ輸送に参入したが, ３

バースをグループの専用バースとして確保し

た上で, 三菱倉庫と共同出資で日本コンテナ

・ターミナル (株) を設立し, 東京港と神戸

港でのターミナル運営を行った��)｡ また別の
グループを形成した大阪商船三井船舶, 川崎

汽船, 山下新日本汽船, ジャパンラインの４

社も港運会社４社 (三井倉庫, 住友倉庫, 日

東運輸, 上組) との共同出資で神戸コンテナ

・ターミナル (株) を設立した��)｡ ただし摩
耶埠頭はバース数が限られており, 本格的な

コンテナ輸送に対応するための港湾施設とし

ては不充分であったため, 新港の沖合に広大

なコンテナヤードを完備したポートアイラン

ドを建設し, ����年から��年にかけて９バー

スが稼動を開始した｡ ����年には神戸港のコ
ンテナ取扱量が世界一となり, 名実ともに世

界的なコンテナ港湾としての地位を確立し

た��)｡
コンテナ化によって荷役能率はいかなる変

化を遂げたのだろうか｡ １万トン型定期船が

雑貨の接岸荷役を行う場合, 通常, 約��名の
労働者で３日を要したが, コンテナ船では��
名前後の労働者が６時間で作業を完了させる

ことが可能となり��), 工数が�����人時から��人時に短縮され, 荷役能率が飛躍的に向上
した｡ それぞれの労働者の内訳を確認してお

こう｡ 在来型貨物船では岸壁で作業する沿岸

荷役労働者に加え, 多数の船内荷役労働者も

必要であった｡ ��名前後で構成される船内荷
役労働者のチームを２口投入するのが一般的

であり, 沿岸荷役労働者��名 (フォークリフ
ト使用時) と連絡員・道具番・記録員等を合

わせ, 約��名になったのであろう��)｡ 一方,
コンテナ船の荷役作業員はクレーンオペレー

ター２名, 責任者で安全管理担当を兼務する

デッキマン１名, コンテナを固定する固縛作

業員５～６名である��)｡ このような工数の削
減に加え, 雨中荷役が可能となったことも能

率の改善に寄与した｡ コンテナ化以前には雨

天により荷役が中断するケースが多く見られ,

とくに７～９月には荷役開始より終了までの

時間に対する雨天待時間の割合が��％を超え
ることが珍しくなかったが��), この問題が解
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��) 東京港におけるコンテナ化への対応について
は, 最近刊行された渡邊大志 『東京臨海論 港
からみた都市構造史』 東京大学出版会, ����年
が第２章で詳細な分析を行っている｡��) 『三菱倉庫百年史』 ���‒���頁｡ コンテナター
ミナルをコンテナ船と一体的に運営できるよう,
専用使用させる方針は海運造船合理化審議会が����年に発表した答申に明記されていた (���
頁)｡��) 『神戸開港百年史 港勢編』 ���頁｡

��) 新修神戸市史編集委員会編 『新修神戸市史
産業経済編Ⅲ』 神戸市, ����年, ���‒���頁｡��年代以降, 順位は徐々に低下していったが,
阪神大震災直前の����年時点でも世界第６位で
あった (���頁)｡��) 『神戸開港百年史 港勢編』 ���頁｡��) 『神戸港における港湾荷役経済の研究』 ���,���頁｡��) 天田乙丙 『港運がわかる本』 成山堂書店,����年, ��頁｡��) 『碇泊期間と荷役能率の諸問題』 ��‒��頁, 附
図表��頁｡



消され, 正確な荷役時間を事前に把握した上

で作業を実施することが可能となったのであ

る｡

６. おわりに

以上, 検討を進めてきたが, 次の点が明ら

かになった｡ 横浜港に比べて政府によるイン

フラ整備への着手が遅れた神戸港で, 初期の

インフラ整備を主導したのは民間企業であっ

た｡ 一般に港湾整備は公共事業として捉えら

れがちであるが, 神戸港においては東京倉庫

が果たした役割を決して無視することができ

ない｡ 日露戦争後に本格化した政府による修

築工事では, 大蔵省とその技術者が重要な役

割を担った｡ 第Ⅰ期修築工事に関与した大蔵

技師のうち, 高西敬義技師 (����年京都帝国
大学土木工学科卒業) と鮫島茂技師 (����年
東京帝国大学土木工学科卒業) は内務省神戸

土木出張所に転属し, 経験を生かしてⅡ期工

事の進捗に貢献することになった��)｡ また神
戸港における港湾インフラ整備の展開は, 近

代倉庫業の発展と大手倉庫企業の経営戦略に

も大きな影響を及ぼしていた｡ 新港地区の整

備が近代的な大規模倉庫の建設を倉庫企業に

促し, 修築工事によって築造された突堤・上

屋群と併せて戦後の高度成長を支える神戸港

のインフラが形成されていったのである｡

ただし����年現在の利用状況を分析した結
果, 港湾インフラが必ずしも充分な機能を発

揮していなかった実態が明らかになった｡ 当

時の接岸荷役は, 貨物の大部分を艀によって

積み卸すなど, 明らかに非能率な面があり,

沖荷役にも一定の合理性が存在した｡ このよ

うな問題は����年代に入っても依然として解
決されておらず, 荷役能率と荷役技術の両面

で戦前と戦後の連続性が極めて強いことが認

められた｡ 日本では����年代にマテリアル・
ハンドリングに対する関心が高まり, ３次に

わたり日本生産性本部の視察団が派遣され,

構内物流の合理化が進んだが��), 港湾荷役の
分野ではフォークリフトの導入などが見られ

たものの, 部分的な合理化にとどまり, 効果

は限定的であった｡ 決定的な断絶は����年代
後半のコンテナ化によって到来したのである｡

最後に残された課題を指摘しておきたい｡

本稿では史料的な制約もあって論じることが

できなかったが, 戦時下における港湾インフ

ラの利用実態を解明することは残された重要

な論点である��)｡ 戦時中の神戸港は軍事物資
の拠点積出港となり, さらに南方各地から日

本に輸送された外米, ゴムをはじめとする物

資が集中したため, ����年４月～７月に深刻
な滞貨問題が発生した｡ 前年９月には港湾ご

とに業者を単一組織の下に統合し, 港運作業

を統一的に実施されることを目的に港湾運送

業等統制令が施行されており, 神戸港でも単

一の作業会社として��年��月に神戸港運 (株)

神戸港における港湾インフラ整備の展開と利用実態 ���

��) 高西技師は神戸土木出張所長 (����～��年),
大阪土木出張所長 (����～��年) を歴任し,����年に退官した｡ 戦後は櫻島埠頭 (株) 社長
などを務めた (｢土木学会名誉員推挙者報告｣
『土木学会誌』 第��巻第７号, ����年７月)｡ 鮫
島技師は����年まで同出張所に勤務した後, 欧
米出張を経て横浜土木出張所で横浜港拡張工事
に従事し, 続いて下関土木出張所で関門海峡の
増深・関門トンネルの施工に尽力した｡ 戦時中
は海軍民政総監府交通土木局長となってオラン
ダ領東インドへ赴任し, 戦後は自由業として活
動を続け, ����年に日本港湾コンサルタント協
会を創立した｡ ��年には協会の事業のうち, 営
利業務を委譲して (株) 日本港湾コンサルタン
トを創立した｡ (｢鮫島茂博士略歴｣ 『横浜港修
築史』 ���‒���頁｡) ��) 例えば, トヨタ自動車工業の事例については,

和田一夫 『ものづくりの寓話 フォードからト
ヨタへ』 名古屋大学出版会, ����年, ���‒���
頁を参照｡��) 戦時期に関する以下の記述は, 『神戸開港百
年史 港勢編』 ���‒���頁, 『新修神戸市史 産
業経済編Ⅲ』 ���‒���頁によった｡



が設立された｡ また主要港の荷役能率を引き

上げることを目標として船舶貨物総揚制が導

入され, 船舶運営会が輸送活動を一貫して引

き受けたうえで, 積地と揚地における港運作

業を統制会社である港運会社に実施させるこ

とが意図された｡ しかし従来の慣行を一変さ

れる制度であったため, 関係者の調整に時間

を要し, 例外的な取扱いも多く認められ, 十

分な効果を発揮するには至らなかったとされ

ている��)｡ 海運業・倉庫業の統制とも関連づ
けながら実態の解明を進めることが必要であ

ろう｡ 別稿を期したい｡

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

��) 戦後, 神戸港運は閉鎖機関に指定され, 資産
を本来の供出株主に譲渡したうえで��年３月に
解散した｡
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